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もう1つのζも星の砂ララ

福田理(海外地質調査協力室)
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著者が本誌266号(1976)で星砂(starsand)の紹介

をしてから早くも10年の月日が流れた.本土復帰の

日から数えるともう15年近くにたる.この問に沖縄

を訪れた方六は復帰前にも増して多くたりたかには

この島六に魅せられて再三･再四出かけられた方共も

少なくたいであろう･沖縄といえば有名なものの1つ

に星砂があるが先に紹介したもののほかにこれには

もう1種類があることについては一部の底棲有孔虫の

専門家以外にはほとんど知られていたい･後者は土

産物として加工･販売されていないのだからこれも無

理のたい話しである.しかし沖縄県の出版杜の出版

物にはかたり大きく紹介されているのだからここに学

術的た面を加えて改めてくわしく紹介しておくことも何

かのお役に立つであろう.この星砂はすでに紹介した

星砂に比べて見劣りするどころか見方によっては“近

代的"た形をしているのであるから土産物として加工

され郷土のお役に立つことをこの星砂は待っている

かも知れたい.

本来の星砂(図1)が肋6〃0醐伽肋αs助α〃〃1励

(PA甑ER&J0NEs)という学名をもつ有孔虫の殻にほか

たらたいことは古生物学の素養のある方には改めて

申し上げるまでもたいことであるが私ども第3次沖縄

天然ガス調査講師団が接した星砂は昭和41年(1966)

当時すでに装身具文鎮卓上ライタｰたどに埋めこ

まれて使われていた.小柳ルミ子が“星の砂"を吹き

こんだのはずっと後の1977年のことであった.

これが一般に星砂と呼ばれているものであることは

いまも変らたい｡そして竹富島の海浜砂のたかに豊

富に含まれているように･一般には理解されている.

本種が印度･太平洋地域の熱帯･亜熱帯の浅海にひろく

棲息Lておりその死殻が海浜に打ち上げられているわ

げであるが磨耗のためきれいな星形のものは海浜

砂には意外に少たく加工されているのは竹富島の隆

起浅海砂の一部にあるほとんど本種のみからたる化石群

集から採取されている(福田1976)ことについてもす

でに述べておいたとおりである･現在の海浜砂中のも

のが澄色であるのに対して後者は灰白色であるから

土産物として求められる際には注意されることよい.

図1

美しい星砂の集

団｡1個1個の

星砂も美しいが

このように黒い布

の上にばらまかれ

た集団の美しさは

また別である.こ

の中にはUF0の

あるのもを想像さ

せる｡α1oα7肋α

8加〃幽〃も含ま

れている.(安里

弘康氏寄贈の試料

から.写真は実物

大)
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図2UF0星砂の

故郷西表島と星

砂の浜.北端の小

島の南々西のくほ

んでいるところ.

ところで最近著者はこれとは別に星砂と呼ばれて

いるものがあることを知った.それは1983年4月に出

版された“西表島の自然"(白井祥平･佐野芳康共著)で紹

介されているものである.もちろん産地は西表島で

ある･白井･佐野両氏によると西表島の“星砂の浜"

は西表島北端部の中野と住吉の間の砂浜(図2)で砂に

は星砂が大量に含まれている･星砂は原生動物に属す

る“バキュロジプシナ"という有孔虫の遺骸である.

こうたるとまさに竹富島の星砂であるが星砂の浜が

実は浜と磯との中間的なところで現世の白砂に接して

下部中新統の砂･泥岩の互層がひろく露出しており外

海に面したところには裾礁が発達していてその内側に

幅のせまい静かた水面があるところからここの星砂が

バキュロジプシナかどうか気掛りにたったので知人に

依頼してここの海浜砂を送っていただいた.

正直にいうと白井･佐野両氏のすでに紹介した著書

にはこの砂から拾い出された“星砂"の見事たカラｰ

写真が掲載されており(p.60)それはまさしく肋｡〃｡･

砂が肋α8肋〃閉肋αではなく0α肋〃舳功刎g1θ〃

(G㎜LIN)であった.送られてきた砂について調べた

ところそのたかの有疎有孔虫の多くは後者であった

(図3)･Cα16〃{伽属の殻は独楽状旋回をなし多数

の隔壁で房に細分されている.したがって殻の片側

(背面)からは房に分れた全旋回が見える(図3および4

の一部)が腹面の中央部は膳部硬化組織(umbili･乱1･a

llOSity)という構造で埋められている.この構造は垂直

導管(vertica1cana1s)で貫かれている(図4の2a)｡太

い放射状棟(radialspines)は幼年期の周縁から発達し

以後の全旋回を貫いて殻の周縁から疎(SpineS)とし

て長く突き出ているがこの部分は棟というよりもむし

図3西表島星砂の浜の“星砂"×12

竹富島のものとは違ってCα肋伽α功刎幽"(GM肌IN)である.
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図4UFO型星砂Cα肋伽｡功θ勿9Zθ〃(GMELIN)

1a-cAdmira1ty島産(BRADY,1884による)×18

a背面b腹面｡側面

2a,b沖縄産(CUsHMAN,ToDD&posT,1954によ

る)×12

a水平断面b旋回軸断面

3Marsha11島産(同上)水平断面X12

4正中断層X85正中断層×12

6縦断面×127正中断層×98背面×

�

9正中断面周縁部の拡大図×54

殻壁が薄く細孔で穿たれた内層と厚く太

い孔で穿たれた外層の2層からなりかつ房問

の隔壁も脈管によって二重になっているのがよ

くわかる.(4～9半沢1968)

図5星砂肋6"0馴畑伽∫助αθ"α肋(PA甑鵬

&J0NEs)Fiji島(現生)×25

(L0EBLIc亘&TAppAN,1964)

ろ梶棒状突起とでも呼ぶのにふさわしい.この太い

疎の内部には樹枝状脈管(dendriticcana1s)の束(bun-

d1es)が全長を通じて発達しその末端は棟の外側に

開口している･殻壁は二重構造を有する･すなわ

ち内層と外層とからなり内層が薄くかつ細孔で

穿たれている(thin,丘ne1yperforatedIayer)のに対し

て外層は厚くかつ太い孔で穿たれている(thick,

coarselyperfOrated1ayer).内･外面層の問には層間

脈管系(inter瓜ura1cana1system)が走っている.

房問の隔壁は無孔質級密であるが二重構造(bi1ame-

11erstructure)をだし隔壁内脈管(intersepta1cana-

1S)で貫かれている･殻の口孔(aperture)は最終旋

回の内側縁辺(interiomarginal)にある.

殊の数は同一種だとえば模式種Cα1oα伽ω功θ勿一

助〃にあっても変化に富み数本のものから10

数本に達するものまである･また本数の少いものでは

ほぽ同一平面上にあるが多いものでは配列が二重に

たっているものもある･その結果本種の外形は個体

によってかたり変化する.そして外形は星型とい

うよりはむしろ一般的たUFO型である.

これに対して本来の星砂肋｡〃｡馴加舳功助α〃〃一

1励(PABKER&J0N･s)は多くの点でUFO型星砂0α一

1鮒肋α8μ〃g1θ〃(G亙｡｡｡N)とは違っている.まず前

者の殻は厚い双凸鐘状(1enticu1ar)で周縁には数本の

文字どおりの疎が発達しておりまさに星砂の名にふさ

わしい彩をしている(図5).胚殻(juvenariumまたは

emb｢yOnicaPPa｢atus.mc1eOcOnchともいう)は初房

(Prolocu1usまたはinitia1chamber)とそれに続く約

1.5回転をたす房からたり脈管系を欠くが片側に暖
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図6星砂肋｡〃｡馴畑伽8切α舳1肋

(PムRKER&J0NEs)x30

1水平断面2横断面(半沢1968)

栓(umbi1ica1p1ug)をもっている.胚殻に

続く幼年期の房は独楽状旋回をたす.壮年

期以後の房は幼殻の全面を被って放射状に何

層にもなって配列しておりその間には多

数の細い柱状体(pi11ars)が放射状に発達し

ている(図6).殻表には柱状体の頭が円形

の小突起(tubercu1us,pustu1esまたはgranu-

1es)とたって出ている･そのため縦断面

は工ψ〃｡収〃伽たどと似ている点もあるが

後者に特徴的た赤道面の房(equatoria1cham･

mbers)のようだ特別な形と配列を示す房

はみられたい(図7参照).星砂の形を特徴

づける棟は幼殻の周縁からほぼ一平面上

に放射状に伸びており壮年期の房はその尖

端を除く部分に発達する.この房は殻の横

断面では4辺形また正中断面では多辺形で

ある.またその屋根(roofs)および床

(刊｡orS)は薄く筋状にこまかく穿孔されて

いる(丘ne1ycribraed).半沢(1968)によれ

図8肋α5加肋κα9伽脇伽{8HAN趾wA×22

1縦断面2殻の背面近くの正切断面

3正中断層4殻の近くの正切断面

5斜断面6斜断面(半沢1968)

図7〃φ〃｡収肋α(地力価｡肋{荻伽)

加力｡伽αYムBE&HANzAwA(半沢

����

1赤道断面:形が揃っており規則的

に並んでいるのが赤道面の房である.

2横断面:水平に並んでいるのが赤

道面の房である.
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図g

月"o〃｡9助8伽｡〃θ∫8加勿｡∫刎sYABE&

HAN趾wA

1腹面(L0E肌Ic亘&丁雌pAN,1964)

フィリピン(現生)×20

2赤道断面(HANzAwA,1952)×24

3正中断層(同上)×12

4正中断層(同上)×12

5縦断面(同上)×12

2～5は琉球石灰岩(更新統)産

(HANzAwA,1952;Loeblich&丁皿pAN

1964より)

ぽ0α16α〃伽属は幼年期には薄いが二層構造を示す

殻壁をもっているが壮年期のそれは単純た一層構造で

ある.

星砂の特徴である数本の疎は幼殻の周縁からその

旋回面上にのびており壮年期の房がその尖端を除く部

分を被っている･この辣も樹枝状脈管の束で貫かれて

いる･図6から明らかたように星砂がほとんど完全

た星型を示すのはこの嫌と壮年期の房との発達関係に

よる.この星砂も印度･太平洋地域の熱帯および亜熱

帯の浅海域にひろく分布する･

臨

ここで興味深いのは星砂およびUF0型星砂が繁栄

するのは鮮新世以後とくに更新世に入ってからであ

る.この両種のように複雑た構造の太い疎をもった

有孔虫類にはほかに｡S肋θ∫伽刎αHANzAwA(1850)

S〃〃｡肋θ∫LAMARcK(1801)3αo〃｡gツが肋｡〃θsYABE

&HANzAwA(1930)およびS6〃刎〃〃g舳伽HANzAwA

図10工,

SC〃舳あθプ9召〃〃α力0κθS加伽

(Sc且LUMBE且GER)

微球型の標本(H0EKER,1927による)×10

徴球型の標本(同上)×12

顕球型の標本(同上)×12

縦断面(HANzAwム,1952による)×13

赤道断面の中心部.胚殻辣の根元およ≡''

びアセルヴエリナ型(aCerVu】ine)の幼期の'一

房を示す(KUppER,1954による)×34

6縦断面(Sc肌UMBERGEB,1896による)×26一'

(L0E肌IcH&丁姐pAN,1964;HANzAwA

1968より)
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図11

S肋εsオ〃召ηα加〃α〃γα(GUMB肌)

1縦断面(0s㎜o,1909による)×10

2徴球型の正中断面(同上)×10

3顕球型の正中断面(同上)×10

4同上(SIL平EsT町1905による)×10

(半沢1968より)

図12&"ε8〃主θ〃α勿〃α26伽(GU皿BEL)

HANzAwA,1952による×4.5

1a赤道断面

1b旋回軸断面

GUMBEL,1868(1870)による×6

2a外観

2b赤道断面

(L0EBLIcH&TAPPAN,1964より)

図13∫〃〃｡1伽s6α16伽ψo肋sL蛆畑｡K

1赤道断面(HAN肌wん1952による)×13

2旋回軸断面(同上)×13

3カナダ･バルサム薄片による赤道断面

(VAUGHAN'&C0LE,1941による)×13

4aおよび4b平面および側面

水平旋回のため背･腹の区別がない.

(LoEBLIcH&TApp且N,1964による)×10

注カナダ･バルサム薄片は通常の薄片のカバｰ･グ

ラスをかける前の状態で弱酸に浸し石灰分を除

いてバルサムだけを残したもので脈管系のよう

な有孔虫殻壁の微細構造を研究するのに適してい

る.
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(1952)の4属がある｡このうち｡S曲28〃刎α属はヨ

ｰロッバの始新統のみに知られS肋70腕S属はヨｰロ

ッパおよび印度･太平洋地域のマｰストリヒト階(Maa･

strichtian)の未準化石とされていたものであるが最近

ではその垂直分布がダン階(Danian)まで延びるとされ

ている.肋6〃｡帥ヵ5伽｡〃θS属はヨｰロッパおよび印

度･太平洋地域の中新世から現在にわたって産しまた

s6刎舳伽g舳肋属はインドネシアの更新統および現

在の浅海から知られている･疎がたいことを除くと

あらゆる点で曲6〃｡馴畑刎娩8属に似ているQ舳S右一

70加肋H洲zAwA(1967)はGua㎜島の鮮新統とされて

いるArifan眉灰岩に産する･

半沢(1968)によればカノレガリナ科(Calcarinidae)

には以上に述べた

0o肋〃伽DO蝸IGNY,1826(駆出)

Q舳s〃｡肋肋HANzAwA,1967(図8)

3"6〃｡gツが肋｡〃θ3YABE&HANzAwA,1930

(図9)

肋6〃｡馴加伽αSAcco,1893(駆出)

∫6〃〃刎ろθ惚θ〃〃αHANzAwA,1952(図10)

3伽θ8〃θ〃αHANzAwA,ユ952(図11,12)

∫〃〃｡肋θsLAMARcK,1801(図13)

の7属が入る･また彼は外形からこれらを有棟大

型有孔虫(SpinoseLargerForaminifera)とも呼んでい

る.

以上のカルカリナ科に属する7属のうち4属の命名

者に半沢正四郎(東北大学名誉教授故人)の名があること

からも推測されるように本科の研究においても日本

は古くから指導的た役割りを果してきた､それには琉

球石灰岩という有疎大型有孔虫の宝庫に恵まれたという

幸運もあるがそれが学術的た成果に結びつくかどうか

は研究者あっての話しである･琉球石灰岩および沖縄

の海浜砂は大型できれいた有孔虫の宝庫である･有

孔虫の進化･繁栄期の1つは現在を含む第四紀とみら

れており琉球列島には学術的にも価値の高い有孔虫類

が未発見のまま残されている可能性がある.現地にお

られる方はかりでたく観光で沖縄を訪れる方もぜひ

時々はルｰべで海浜砂を競いて欲しいものである.
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